
出典「災害時の被災者支援制度と罹災証明の認定等について」

被災後は、避難所での生活、仮設住宅などでの生活（原則最長２

年間）などを経て、最終的な住まいを決めていくことになります。

その際、いくつかの選択が必要になります。①現地で生活を再建

するのか、災害を機に別の場所で生活するのか。②新たに家を建て

たり買ったりするのか、賃貸や公営住宅を選ぶのか。③家を買うと

しても新築なのか中古なのか、一軒家かマンションか、など選ぶ組

み合わせはたくさんあります。

住宅再建の選択肢について考えてみる

被災後の生活再建の流れ
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「被災者生活再建カード」ワークショップ資料より引用

選択をする上では、熱海市伊豆山地区の場合、今後現地に戻れる

のかどうか、戻れるとしてもいつごろ戻れるのか見通しをつけにく

いことが大きな支障になります。

こればかりは自治体からの今後の説明を待つしかありません。応

急仮設住宅での最長２年間の家賃がかからない生活の中で、じっく

り焦らず検討していただきたいです。

現地に戻れるかわからない・・・
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自治体からの発表がなく、今後現地に戻れる見通しが不明の状態

が長く続くと、多くの被災された方は、現地復帰を諦め、別の場所

での生活を選んでいくことになります。過去の多くの被災地でもそ

うして地域のコミュニティが維持できなくなる例がありました。自

治体としても、可能な限り、早め早めに今後の見通しを発表するよ

うにしてもらいたいところです。

今後の住まいをどうするか、こうした難しい悩みは一人で抱えて

いても解決ができないことが通常です。ぜひ家族、周りの人、ボラ

ンティアさんなど相談相手、話し相手を見つけてもらいたいです。

今後も定期的に熱海で相談活動をする弁護士にもぜひ相談してくだ

さい。

「被災者生活再建カード」ワークショップ資料より引用

弁護士を相談相手として上手に活用して
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最終的な住まいを考える上で大切にしたいことはなにかを一緒に

考えながら、ゆっくりお話を聞かせていただきます。ゆっくり考え

る際には、３４ページの図のように大切にしたいものが何なのかを

カードで考えてみることも１つの方法です。頭の中で少し整理しや

すくなることもあります。

「被災者生活再建カード」ワークショップ資料より引用 Aさんの例

最終的な住まいを考える上では、そのためにいくらお金を使える

のか、今後の支援制度でどの程度お金がもらえるのか、というお金

に関する情報を整理することがとても重要になります。
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３５ページの図のように、弁護士は、相談ブースで、イラストつ

きの支援制度のカードを台紙に貼って、被災された皆様一人ひとり

に応じた支援制度の活用例をご説明しています。貼り付けたカード

はそのまま持って帰っていただいています。

こうしてカードを貼っていくと、今後自分に使えそうな支援制度

がどのようなもので、それによってどの程度お金が工面できるのか

が少し見えてきます。

ぜひ弁護士の相談ブースにお越しいただいた際には、このリーフ

レットを弁護士にみせて、「自分が使えそうな支援制度のカードを

貼ってみてほしい」とお声がけください。
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